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「やさしく学ぶ契約 –  クーリングオフ」より    

 

発行：2021 年 5 月 1 日 

★各種 お申し込み・問い合わせ先： 

公益社団法人 ふくい・くらしの研究所 

   Tel. ０７７６－５２－０６２６                        

HP http://www.kuranavi.jp  

 

福井県消費生活センター メールマガジンより 

パソコンの偽警告表示～電子マネー要求手口 無視を～ 

 

「パソコンを使用中に警告音が鳴り、『ウイルスに感染

した』と表示された。大手ソフトウェア会社名だったの

で表示の番号に電話すると、片言の日本語で『パソコン

の修復とサポートが必要。費用は２年間で３万円。コン

ビニで電子マネーを購入してください』と言われた。信

用できるのか」という相談がありました。 

 ソフトウェア会社をかたった偽の警告に関する相談

が増えています。金を支払わせるのが目的で、実際にウ

イルスに感染したわけではありません。電子マネーの要

求が典型的な手口です。遠隔操作のソフトをダウンロー

ドさせられることもあるので、表示された電話番号には

絶対に連絡しないでください。今回は電子マネーの購入

前だったので、無視するよう伝えました。 

 偽の警告表示は、インターネットを利用していれば誰

でも遭遇する可能性があります。警告画面が表示された

時は、ブラウザーを閉じるだけで問題ありません。閉じ

られない時は、パソコンを再起動してください。 

 

≪朝日新聞 令和 3 年 4 月 16 日掲載≫ 

意外と知らない、地元福井県の郷土料理を堪能しませんか。

未知のデザートにも挑戦！ 

●朴葉飯 ●じゃがいものちんころ煮  

●油揚げのミルフィーユ 

講師：鴛田洋美氏 参加費：1200 円（くらなび会員は 1000 円） 

★10：00～13：00 

おいしく作りたい定番料理。得意メニューを増やしましょ

う！みんな大好きな「豚の生姜焼き」を取り上げます。 

講師：出倉弘子氏 参加費：1800 円（くらなび会員は 1500 円） 

★10：00～13：00 

消費者トラブルの対策に役立つ情報や、日常生活に関わりの深いテーマをコンパクトにまとめた、国民

生活センター発行の【くらしの豆知識】からのミニテストです。 

クーリング・オフについて説明した a～dのうち、正しいものを全て選んでください 

 

a.「クーリング・オフ」とは、一定の期間であれば無条件で契約の申込みを徹回したり、契約を解除 

したりできる制度です。 

b. クーリング・オフができる契約や期間は取引形態によって異なり、訪問販売などでは、契約書また 

は申込書の受領日を 1日目（起算日）として 20日間です。 

c. クーリング・オフの通知は、電話やメールなどで連絡し、その記録があれば有効とされます。 

d. 通信販売には、クーリング・オフ制度はありません。返品の可否や条件についての特約があれば 

特約に従います。 

 

 

http://www.kuranavi.jp/

